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東 日 本 酒 造 協 業 組 合
（二 本 松 市）
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（会 津 若 松 市 ）
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当 男 山 酒 造

（南 会 津 町 ）
県観 光 物産 交 流協 会 は 24日 午後 ５時 か ら 、福 島 市 の コ

ラ ッセ ふ くし ま １階 に ある 県 観光 物 産 館で 金賞 酒の 飲 み

比べを 行 う。２銘 柄 700円 、３銘 柄 1000円 。

県は 同 日午 後 ５時 15分 か ら 、市 内 の まち なか 広 場 で セ

レ モニ ーを 行 う。
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